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Ⅲ 在宅就業者個人調査

１ 在宅就業者に関する一般的事項

１－１ 在宅就業者の年齢及び家族構成

回答者の内訳は、男性3割(平均年齢44.5歳)、女性7割(平均年齢39.8歳)。

女性では末子が未就学(6歳以下)である者が3割を占める(男性は18 )。%

回答のあった在宅就業者の男女比は、男性29.3 、女性70.1 であった。配偶者の有無については、% %
男性の65.5 、女性の76.0 が配偶者ありであった。% %

図表1-1-1 回答者の男女・配偶者有無別構成

男性 (29.3%) 女性 (70.1%)

うち配偶者あり (65.5%) うち配偶者あり (76.0%)

無回答 (0.5%)

年齢構成は30代が43.7 、40代が33.3 で、この両者で全体の77 を占め、平均年齢は41.2歳であっ% % %
た。男女別で見ると、男性では40代が36.4 を占め、平均年齢は44.5歳であったのに対し、女性では30%
代が50.2 を占め、平均年齢は39.8歳であった。配偶者の有無別では、男性では配偶者ありの方が平%
均年齢が7歳高かったが、女性ではあまり差は見られなかった。

図表1-1-3 男女別・配偶者の有無別年齢層構成

総数 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60才以上 (無回答) 平均年齢

男性・合計 100.0% 7.3% 28.2% 36.4% 14.5% 12.7% 0.9% 44.5歳

(配偶者あり) 100.0% 0.0% 26.4% 40.3% 15.3% 16.7% 1.4% 47.0歳

(配偶者なし) 100.0% 21.1% 31.6% 28.9% 13.2% 5.3% 0.0% 39.8歳

女性・合計 100.0% 4.9% 50.2% 32.3% 9.5% 2.7% 0.4% 39.8歳

(配偶者あり) 100.0% 2.0% 52.0% 34.5% 9.0% 2.5% 0.0% 40.0歳

(配偶者なし) 100.0% 14.3% 44.4% 25.4% 11.1% 3.2% 1.6% 39.0歳

 

図表1-1-2　年齢層構成

40～49歳

33.3%

(無回答)

0.5%

30～39歳

43.7%

20～29歳

5.6%

50～59歳

11.2%

60才以上

5.6%
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同居の子供については、回答者の60.8 が「ある」と回答し、末子が6歳までの未就学児である者の%
割合は26.1 であった。これを男女別で見ると、男性では同居の子供ありが48.2 、末子未就学が18.2% %
であるのに対し、女性では同居の子供ありが66.5 、末子未就学が29.7 と、いずれも女性の方が割% % %
合が高かった。

図表1-1-4 男女別・配偶者の有無別子供の有無及び末子年齢

総数 同居の子供あり 同 居 の ( 無 回

末子未就学 7 ～ 1 1 1 2歳以 (小計) 子 供 な 答)

0歳 1歳 2～3歳 4～6歳 (小計) 歳 上 し

男女計 100.0% 4.0% 3.5% 9.6% 9.1% (26.1%) 14.1% 20.5% (60.8%) 31.7% 7.5%

男性・合計 100.0% 2.7% 3.6% 9.1% 2.7% (18.2%) 10.9% 19.1% (48.2%) 40.9% 10.9%

(配偶者あり) 100.0% 4.2% 5.6% 13.9% 4.2% (27.8%) 16.7% 26.4% (70.8%) 29.2% 0.0%

(配偶者なし) 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% (0.0%) 0.0% 5.3% (5.3%) 63.2% 31.6%

女性・合計 100.0% 4.6% 3.4% 9.9% 11.8% (29.7%) 15.6% 21.3% (66.5%) 27.8% 5.7%

(配偶者あり) 100.0% 6.0% 4.5% 12.5% 14.5% (37.5%) 19.0% 24.5% (81.0%) 18.5% 0.5%

(配偶者なし) 100.0% 0.0% 0.0% 1.6% 3.2% (4.8%) 4.8% 11.1% (20.6%) 57.1% 22.2%

１－２ 在宅就業を始めてからの期間及び始めた理由

在宅就業を始めてからの期間は、「2～3年未満」と「10年以上」にピーク。20代は約半数が「1年未

満」で、「2～3年未満」を含むと85 に及ぶ。%
在宅就業を始めた理由としては、男性は「自分のペースで働ける」「自分のやった分だけ報われ

る」が上位。女性は「育児や介護等、家事と仕事の両立」が6割。

在宅就業を始めてからの期間を見ると、「2～3年未満」(23.5 )と「10年以上」(22.7 )がやや高い割合% %
を示しているが、ほぼ全カテゴリに均等に分布していた。男女別では、それほど顕著な差は見られなか

った。

図表1-2-1 男女別在宅就業を始めてからの期間

総数 1年未満 2～3年未満 3～4年未満 4～5年未満 5～7年未満 7～10年未満 10年以上

合計 100.0% 9.6% 23.5% 10.7% 10.7% 12.5% 10.4% 22.7%

男性 100.0% 9.1% 27.3% 7.3% 8.2% 12.7% 7.3% 28.2%

女性 100.0% 9.5% 22.1% 12.2% 11.4% 12.5% 11.8% 20.5%

年齢別で見ると、20代では「1年未満」(47.6 )が最多で、「2～3年未満」(38.1 )がこれに続き、両者を% %
合わせると20代全体の85.7 に及ぶ。一方、50代及び60歳以上ではいずれも「10年以上」が半数近くを%
占める。

図表1-2-2 年齢別在宅就業を始めてからの期間

総数 1年未満 2～3年未満 3～4年未満 4～5年未満 5～7年未満 7～10年未満 10年以上

20～29歳 100.0% 47.6% 38.1% 4.8% 0.0% 9.5% 0.0% 0.0%

30～39歳 100.0% 11.0% 30.5% 12.8% 13.4% 13.4% 12.2% 6.7%

40～49歳 100.0% 4.8% 17.6% 9.6% 10.4% 12.0% 11.2% 34.4%

50～59歳 100.0% 0.0% 9.5% 9.5% 7.1% 14.3% 11.9% 47.6%

60才以上 100.0% 9.5% 19.0% 9.5% 9.5% 4.8% 0.0% 47.6%

(無回答) 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0%
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在宅就業を始めた理由としては、「自分のペースで柔軟・弾力的に働けるため」(48.3 )及び「育児や%
介護等、家事と仕事の両立のため」(44.8 )を、それぞれ回答者の半数近くが上げた。%

男女別で見ると、男性では「自分のペースで柔軟・弾力的に働けるため」(55.5 )、「自分がやった分%
だけ報われ、働きがいがあるから」(42.7 )、「会社勤務からの独立のため」(40.0 )が上位を占めたが、% %
女性では「育児や介護等、家事と仕事の両立のため」(59.7 )、「自分のペースで柔軟・弾力的に働ける%
ため」(45.2 )が多く、特に配偶者あり女性では「育児や介護等、家事と仕事の両立のため」が68.5 を% %
占めた。

図表1-2-4 男女別・配偶者有無別在宅就業を始めた理由 (複数回答)

総数 自分 育児や 自分 仕事 パソコ 仕事を 会社 良い 会社勤 通勤 会社 事業 健康上 家族 その (無回

のペ 介護等、 がやっ の依 ンの 選べる、 勤務 勤め めが不 が嫌 勤め 開始 の理由 の転 他 答)

ースで 家事と仕 た分だ 頼が 仕事 自分の からの 口が 向き、人 い、無 では の準 により、 勤や

柔軟・ 事の両 け報 あっ が好 専門分 独立 ない、 間関係 駄と思 能力 備、事 通勤負 転居

弾力 立のた われ、 た、職 き、パ 野の仕 のた 失業し が苦手 うから を発 務所コ 担を軽 によっ

的に め 働きが 場の ソコン 事ができ め たから だから 揮でき スト節 減するた て通

働ける いが 人に を買っ るから ないと 約の め 勤でき

ため あるか 勧めら たから 思うか ため なくな

ら れた ら ったか

から ら

男性・合計 100.0% 55.5% 10.0% 42.7% 12.7% 10.9% 23.6% 40.0% 16.4% 13.6% 11.8% 16.4% 11.8% 3.6% 0.0% 6.4% 0.0%

(配偶者あり) 100.0% 55.6% 12.5% 47.2% 13.9% 13.9% 25.0% 44.4% 13.9% 13.9% 15.3% 16.7% 11.1% 4.2% 0.0% 8.3% 0.0%

(配偶者なし) 100.0% 55.3% 5.3% 34.2% 10.5% 5.3% 21.1% 31.6% 21.1% 13.2% 5.3% 15.8% 13.2% 2.6% 0.0% 2.6% 0.0%

女性・合計 100.0% 45.2% 59.7% 25.9% 25.9% 23.2% 14.4% 6.5% 7.6% 6.8% 5.7% 2.3% 2.3% 4.9% 4.9% 4.9% 0.4%

(配偶者あり) 100.0% 45.5% 68.5% 25.0% 23.5% 26.5% 12.0% 4.5% 4.5% 6.0% 5.5% 2.0% 1.5% 4.0% 5.5% 5.0% 0.5%

(配偶者なし) 100.0% 44.4% 31.7% 28.6% 33.3% 12.7% 22.2% 12.7% 17.5% 9.5% 6.3% 3.2% 4.8% 7.9% 3.2% 4.8% 0.0%

図表1-2-3　在宅就業を始めた理由　(複数回答)

48.3%

44.8%

30.9%

21.9%

19.5%

17.3%

16.3%

10.4%

8.8%

7.5%

6.4%

5.1%

4.8%

3.5%

5.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自分のペースで柔軟・弾力的に働けるため

育児や介護等、家事と仕事の両立のため

自分がやった分だけ報われ、働きがいがあるから

仕事の依頼があった、職場の人に勧められたから

パソコンの仕事が好き、パソコンを買ったから

仕事を選べる、自分の専門分野の仕事ができるから

会社勤務からの独立のため

よい勤め口がない、失業したから

会社勤めが不向き、人間関係が苦手だから

通勤が嫌い、無駄と思うから

会社勤めでは能力を発揮できないと思うから

事業開始の準備、事務所コスト節約のため

健康上の理由により、通勤負担を軽減するため

家族の転勤や転居によって通勤できなくなったから

その他
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２ 在宅就業に関する事項

２－１ 現在の主な職種及び当該職種に係る業務経験

男性は「設計、製図、デザイン」「システム設計、プログラミング」が多く、女性は「文書入力」「設

計、製図、デザイン」「データ入力」が多い。

当該職種に係る業務経験は、４人に３人が「ある」と回答しているが、「文書入力」「テープ起こし」

「データ入力」等ではその割合が低い。

現在実施している職種のうち主なもの(以下「現在の主な職種」という。)を男女別で見ると、男性では

「設計、製図、デザイン」(38.2 )、「システム設計、プログラミング」(20.9 )が多く、女性では「文書入力」% %
(30.4 )、「設計、製図、デザイン」(15.6 )、「データ入力」(14.8 )が多い。% % %

当該職種の業務経験については、およそ74.1 が「ある」と回答している。職種別に見ると、「システ%
ム設計、プログラミング」(90.0 )、「設計、製図、デザイン」(89.2 )等、専門性の高い職種では「業務経% %
験あり」の割合が高く、「文書入力」(56.3 )、「テープ起こし」(57.1 )、「データ入力」(58.5 )などは「業務% % %
経験あり」の割合が低かった。

図表2-1-2　現在の主な職種に係る業務経験のある者

74.1%

56.3%

58.5%

66.7%

90.0%

89.2%

76.0%

82.6%

90.0%

57.1%

25.0%

85.7%

100.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計

文章入力

データ入力

ホームページ作成

システム設計、プログラミング

設計、製図、デザイン

ＤＴＰ(編集)、電算写植

ライター、翻訳

その他

(テープ起こし)

(計算処理、情報検索)

(調査、コンサルティング)

(取引文書作成、伝票整理)

(注)職種名に(　　)がついているものは、サンプル数が１０未満のため、参考表示である。

図表2-1-1　男女別現在の主な職種

6.4%

38.2%

14.5%

0.9%

20.9%

6.4%

3.6%

1.8%

0.0%

0.9%

0.0%

5.5%

30.4%

15.6%

11.0%

14.8%

6.5%

6.8%

3.0%

1.9%

2.7%

1.1%

0.4%

5.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

文章入力

設計、製図、デザイン

ライター、翻訳

データ入力

システム設計、プログラミング

ＤＴＰ(編集)、電算写植

ホームページ作成

テープ起こし

調査、コンサルティング

計算処理、情報検索

取引文書作成、伝票整理

その他

男性

女性
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２－２ 在宅就業を始めるに当たっての準備状況

準備内容は「 機器の購入」「ソフトウエアの購入」が上位を占め、いずれも男性の回答率が高OA
い。女性は「机等備品の購入」を上げた者の率が高い。

情報通信機器は、受注に当たり貸与されたケースが１割あるが、大多数は受注前後に全額個人

負担で購入。

在宅就業を始めるに当たっての準備内容を複数回答で尋ねたところ、「 機器の購入」(男性79.1OA
、女性62.4 )、ついで「ソフトウエアの購入」(男性56.4 、女性25.1 )が多かった。また、女性で多かっ% % % %
たのは「机等備品の購入」(男性11.8 、女性26.6 )であった。% %

準備にかかった費用はばらつきが見られるが、全体的に男性の方がかかった費用は高い。100万円

を超える者は男性29.1 、女性8.0 であった。% %

図表2-2-2 男女別準備にかかった費用

総数 5万円未満 5～9万円 10～19万円 20～29万円 30～49万円 50～99万円 100～299万円 300万円以上 不明 (無回答)

男性 100.0% 13.6% 1.8% 3.6% 10.9% 17.3% 19.1% 19.1% 10.0% 1.8% 2.7%

女性 100.0% 22.4% 3.8% 12.2% 12.2% 16.7% 12.5% 6.5% 1.5% 3.4% 8.7%

情報通信機器については、回答者の87.5 がパソコンを所有しており、受注前から所有していた者も%
含め、個人で購入した割合は85.6 に及ぶ。%

図表2-2-3 使用している情報通信機器

パソコン ワープロ ファックス その他 (無回答)

87.5% 6.4% 2.9% 1.9% 1.3%

図表2-2-4 使用している情報通信機器の所有関係

受注前か ら 個 受注にあたりまたは受注後個人 受注に当たり貸与 その他 無回答

人が所有 が購入または買い取り

(全額自己負担) (一部会社負担) (有料) (無料)

57.3% 28.3% 0.8% 1.9% 9.9% 0.5% 1.3%

図表2-2-1　男女別在宅就業を始めるに当たっての準備内容
(複数回答)

79.1%

56.4%

11.8%

8.2%

3.6%

4.5%

1.8%

62.4%

25.1%

26.6%

11.0%

5.3%

4.9%

9.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

OA機器の購入

ソフトウエアの購入

机等備品の購入

テキスト等図書購入費

知識を身につけるための

講習会等費用

部屋の改修

その他

男性

女性
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２－３ 仕事の確保状況

仕事の確保状況は、「継続的にある」、「とぎれるときがある」がほぼ同数。男性より女性の方が

「継続的にある」の割合が高い。

仕事の確保状況は、「継続的にある」(44.3 )、「とぎれるときがある」(45.3 )がほぼ同数であり、「な% %
いときの方が多い」と回答した者は10.1 であった。%
男女別で見ると、男性は「とぎれるときがある」(55.5 )が多かったのに対し、女性は「継続的にある」%
(47.1 )が多かった。%

２－４ 仕事の依頼主の見つけ方

在宅就業を始めた当初は「以前の勤め先」が多く、経験を重ねるにつれて「仕事仲間の情報、紹

介」が増加。

1社のみから依頼を受ける者は半数弱。2割以上は5社以上から仕事を受ける。

仕事の依頼主の見つけ方を３つ以内の複数回答で尋ねたところ、「以前の勤め先」(32.0 )が最も多%
く、ついで「仕事仲間の情報、紹介」(26.1 )、「以前の勤め先関係の知人の紹介」(22.9 )など、知人等% %
を通じて仕事の依頼主を見つける者の割合が高かった。一方、「求人広告への応募」(15.2 )、「仲介的%
な会社・個人」(5.3 )、「インターネットの情報」(3.7 )など、不特定多数を対象とした募集媒体の利用率% %
はあまり高くないなど、発注者調査における在宅就業者の募集ルートと同様の傾向が見られた。

図表2-3-1　男女別仕事の確保状況

44.3%

36.4%

47.1%

45.3%

55.5%

41.4%

10.1%

8.2%

11.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

男女計

男性

女性

継続的にある

とぎれるときがある

ない時の方が多い

図表2-4-1　仕事の依頼主の見つけ方　(3つ以内の複数回答)

32.0%

26.1%

22.9%

19.2%

16.5%

15.2%

12.0%

5.3%

3.7%

5.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

以前の勤め先

仕事仲間の情報、紹介

以前の勤め先関係の知人の紹介

勤め先関係以外の知人の紹介

以前の勤め先の取引企業

求人広告への応募

自分で営業

仲介的な会社、個人

インターネットの情報

その他



- -7

男女の違いが見られたものとしては、男性の方が多かったのは「以前の勤め先の取引企業」(26.4

)、「以前の勤め先関係の知人の紹介」(30.0 )、「自分で営業」(25.5 )、「勤め先関係以外の知人の紹% % %
介」(24.5 )などであるのに対し、女性の方が多かったのは「求人広告への応募」(19.4 )であった。% %

図表2-4-2 男女別仕事の依頼主の見つけ方 (３つ以内の複数回答)

総数 以前の 仕 事 仲 以前の勤 勤め先関 以前の 求人広 自分で 仲介的 インター その他 (無回答)

勤め先 間 の 情 め先関係 係以外の 勤め先 告への 営業 な会社、 ネットの

報、紹介 の知人の 知人の紹 の取引 応募 個人 情報

紹介 介 企業

男性 100.0% 30.9% 34.5% 30.0% 24.5% 26.4% 5.5% 25.5% 5.5% 3.6% 4.5% 0.0%

女性 100.0% 32.3% 22.8% 20.2% 17.1% 12.5% 19.4% 6.1% 4.9% 3.8% 6.5% 1.1%

経験年数別で見ると、「１年未満」の層では「以前の勤め先」が58.3 に及ぶが、徐々にその割合は%
低下し、一方、「仕事仲間の情報、紹介」「自分で営業」の占める割合は、経験が長くなると徐々に増加

する。

図表2-4-3 経験年数別仕事の依頼主の見つけ方 (３つ以内の複数回答)

総数 以 前 の 仕 事 仲 以 前 の 勤 め 先 以 前 の 求 人 広 自 分 で 仲 介 的 イン ター その他 (無回答)

勤め先 間 の 情 勤 め 先 関 係 以 勤 め 先 告 へ の 営業 な会社、 ネ ッ ト の

報、紹介 関 係 の 外 の 知 の 取 引 応募 個人 情報

知 人 の 人 の 紹 企業

紹介 介

1年未満 100.0% 58.3% 16.7% 22.2% 13.9% 25.0% 8.3% 8.3% 5.6% 2.8% 2.8% 0.0%

2～3年未満 100.0% 36.4% 18.2% 21.6% 19.3% 15.9% 11.4% 9.1% 8.0% 6.8% 5.7% 0.0%

3～4年未満 100.0% 25.0% 12.5% 22.5% 30.0% 20.0% 17.5% 10.0% 5.0% 5.0% 7.5% 0.0%

4～5年未満 100.0% 37.5% 25.0% 20.0% 15.0% 12.5% 7.5% 15.0% 0.0% 5.0% 10.0% 0.0%

5～7年未満 100.0% 34.0% 23.4% 21.3% 27.7% 10.6% 14.9% 17.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.3%

7～10年未満 100.0% 30.8% 38.5% 25.6% 15.4% 17.9% 12.8% 10.3% 5.1% 5.1% 7.7% 0.0%

10年以上 100.0% 16.5% 41.2% 25.9% 15.3% 16.5% 25.9% 14.1% 8.2% 1.2% 7.1% 1.2%

仕事の依頼主数について尋ねたところ、「1社」であるものが48.0 である一方で、5社以上の者が%
21.1 見られた。男女別では、男性は「5～9社」が32.7 で最多であったのに対し、女性では「1社」が% %
59.3 を占めた。%

図表2-4-4 仕事の依頼主数

総数 1社 2社 3社 4社 5～9社 10社以上 (無回答)

男女計 100.0% 48.0% 10.9% 12.8% 6.4% 17.9% 3.2% 0.8%

男性 100.0% 20.9% 10.9% 20.0% 10.0% 32.7% 5.5% 0.0%

女性 100.0% 59.3% 11.0% 9.5% 4.9% 11.8% 2.3% 1.1%
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複数の依頼主から仕事を受けている在宅就業者に最も仕事量の多い依頼主のウエイトを尋ねたと

ころ、依頼主数が多くなるにつれてそのウエイトは低位にシフトしていた。

図表2-4-5 依頼主数別最も仕事量の多い依頼主のウエイト

総数 80％以上 60～79％ 40～59％ 20～39％ 20％未満 (無回答)

2社 100.0% 53.7% 29.3% 12.2% 2.4% 2.4% 0.0%

3社 100.0% 31.3% 27.1% 29.2% 8.3% 0.0% 4.2%

4社 100.0% 25.0% 33.3% 33.3% 8.3% 0.0% 0.0%

5～9社 100.0% 7.5% 23.9% 40.3% 26.9% 1.5% 0.0%

10社以上 100.0% 8.3% 0.0% 25.0% 58.3% 8.3% 0.0%

３ 仕事の実施状況

３－１ 年収・年商概算

男性は4人に1人が500万円超、女性は７割が149万円以下。

年収・年商の概算を男女別で見ると、男性は高所得層に、女性が低所得層にピークが存在してお

り、累積度数分布を見ると、149万円までの層が男性では21.8 であるのに対し、女性では68.1 に及% %
ぶ。また、500万円を超える層を男女別で見ると、男性26.4 に対し、女性では3.8 に留まり、男女間格% %
差が大きい。

図表3-1-1　男女別年収・年商概算
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図表3-1-2　男女別年収・年商概算(累計度数分布)
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３－２ 仕事を行う時間帯

配偶者あり女性において、「夕方(17時～20時)」のウエイトが他区分の者より大幅に低い。「夜(20

～24時)」に仕事を行う割合は、男性より女性の方が高い。

仕事を行う時間帯について２つ以内の複数回答で尋ねたところ、「午後(13～17時)」(68.8 )、「午前(8%
～12時)」(49.9 )が多く、「夜(20～24時)」(38.7 )がこれに続く。% %

これを男女別・配偶者の有無別に見てみると、「午前(8～12時)」の稼働率は配偶者のいない者(男

性)42.1 、女性33.3 )よりいる者(男性58.3 、女性53.5 )の方が高く、「夜(20～24時)」の稼働率は男% % % %
性(配偶者あり27.8 、配偶者なし31.6 )より女性(配偶者あり42.5 、配偶者なし44.4 )の方が高い傾% % % %
向が見られた。また、「夕方(17～20時)」の稼働率は、配偶者有り女性が5.0 で、ほかの区分がいずれ%
も18～19 台であったのに比べて顕著に低かった。%

図表3-2-2 男女別・配偶者の有無別主に仕事を行う時間帯 (２つ以内の複数回答)

総数 午前(8～12時) 午後(12～17時) 夕方(17～20時) 夜(20～24時) 深夜(0～4時) 早朝(4～8時) (無回答)

男性、配偶者あり 100.0% 58.3% 72.2% 18.1% 27.8% 12.5% 4.2% 0.0%

男性、配偶者なし 100.0% 42.1% 76.3% 18.4% 31.6% 18.4% 0.0% 0.0%

女性、配偶者あり 100.0% 53.5% 64.5% 5.0% 42.5% 14.0% 1.5% 1.5%

女性、配偶者なし 100.0% 33.3% 74.6% 19.0% 44.4% 19.0% 3.2% 0.0%

図表3-2-1　主に仕事を行う時間帯　(２つ以内の複数回答)
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３－３ ２月中の在宅就業の仕事の実績

就業日数は「14日～21日」が最多で、「21日以上」がこれに続く。

仕事をした日の1日当たりの平均就業時間は、男性は8時間以上の回答が半数を超えるのに対

し、女性では8時間未満の回答が7割を超えた。

2月中の月収額は、男性の半数が「30万円以上」であるのに対し、女性の4割は7万円未満であり、

「7万円～10万円未満」を加えると半数を超える。

2月中に在宅就業の仕事をした日数を尋ねたところ、「14日～21日未満」が39.7 を占め、ついで「21%
日以上」(24.0 )であった。男女別で見ると、男性は「21日以上」(32.7 )の割合が女性(20.2 )より10％% % %
以上高いのに対し、女性は「7日～14日未満」(21.7 )の割合が男性(10.9 )に比べ10％以上高く、全体% %
的に男性の方が仕事をした日数は多い。

図表3-3-1 男女別仕事をした日数(平成１４年２月)

総数 0日 1日～5日未満 5日～7日未満 7日～14日未満 14日～21日未満 21日以上 (無回答)

男女計 100.0% 6.1% 5.1% 5.1% 18.4% 39.7% 24.0% 1.6%

男性 100.0% 3.6% 4.5% 3.6% 10.9% 42.7% 32.7% 1.8%

女性 100.0% 7.2% 5.3% 5.7% 21.7% 38.4% 20.2% 1.5%

仕事をした日の1日の平均作業時間は、「5～8時間未満」(36.0 )とする者が最も多く、「2～5時間未%
満」(24.8 )がこれに続く。男女別で見ると、男性は「8～10時間未満」(31.8 )が最多で、「10時間以上」% %
(22.7 )の割合も女性(9.5 )に比較してかなり高く、その両者で半数を超える。一方、女性は「2～5時間% %
未満」(30.0 )が男性(11.8 )の3倍近いなど、1日当たりの平均就業時間も男性より女性の方が短い。% %

図表3-3-2 男女別仕事をした日の１日の平均作業時間(平成１４年２月)

総数 0時間 2時間未満 2～5時間未満 5～8時間未満 8～10時間未満 10時間以上 (無回答)

男女計 100.0% 1.1% 0.8% 24.8% 36.0% 17.6% 13.3% 6.4%

男性 100.0% 2.7% 0.9% 11.8% 29.1% 31.8% 22.7% 0.9%

女性 100.0% 0.8% 0.8% 30.0% 41.4% 11.8% 9.5% 8.7%

2月の月収額については、「5万円未満」(24.5 )と「30万円以上」(21.9 )の2ヶ所にピークが見られた。% %
これを男女別で見ると男性では51.8 が「30万円以上」と回答したのに対し、女性では29.7 が「5万円% %
未満」と回答し、男女差が顕著に現れた。

図表3-3-3 男女別在宅就業による月収(平成１４年２月)

総数 5万円未満 5～7万円 7～10万円 10～15万円 15～20万円 20～30万円 30万円以上 (無回答)

未満 未満 未満 未満 未満

男女計 100.0% 24.5% 8.5% 9.3% 8.8% 6.1% 14.1% 21.9% 6.7%

男性 100.0% 11.8% 2.7% 0.0% 6.4% 3.6% 18.2% 51.8% 5.5%

女性 100.0% 29.7% 11.0% 13.3% 9.9% 7.2% 12.2% 9.5% 7.2%
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４ 契約に関する事項

４－１ 契約条件の明確化

書面での契約もなされているが、6割の回答者は口頭契約も実施。

仕事の契約方法について複数回答で尋ねたところ、「口頭」が回答者の60.5 に及び、書面による契%
約(「契約書方式」(23.7 )、「伝票方式」(21.6 )、「メモ程度」(16.3 ))はどの方式も同程度であった。ま% % %
た、「電子メール」と回答した者も26.9 見られた。これらの傾向は、発注者調査における結果と類似し%
ていた。

これを男女別で見ると、男性では「書面(契約書方式)」(31.8 )と「口頭」と(70.0 )回答した割合が女% %
性に比べ高い。

図表4-1-2 男女別仕事の契約方法 (複数回答)

総数 書面(契約書方式) 書面(伝票方式) 書面(メモ程度) 電子メール 口頭 その他 (無回答)

男性 100.0% 31.8% 20.0% 14.5% 28.2% 70.0% 6.4% 1.8%

女性 100.0% 20.5% 22.4% 17.1% 26.6% 56.3% 2.3% 1.9%

４－２ 報酬の決定方法

報酬単位は、「出来高」が67％、「実際の所要時間」が23％。「文書入力」「ライター、翻訳」「データ

入力」などでは「出来高」の割合が高い。

報酬決定手順は、「依頼主が設定する」が最も多く、「文書入力」「データ入力」等の単純作業にお

いてその割合が高い。

仕事の報酬単位を複数回答で尋ねたところ、「出来高」とする者が67.2 を占め、「実際の所要時間」%
(22.9 )がこれに続くなど、発注者調査における結果と同様の傾向を示した。現在の主な職種別では%
「文書入力」(86.2 )、「ライター、翻訳」(84.8 )、「データ入力」(73.2 )などで、「出来高」の割合が高い。% % %

図表4-1-1　仕事の契約方法　(複数回答)
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図表4-2-2 現在の主な職種別仕事の報酬単位 (複数回答)

総数 出来高 実際所要時間 出来高から換算 その他 (無回答)

した所要時間

文書入力 100.0% 86.2% 14.9% 6.9% 0.0% 3.4%

データ入力 100.0% 73.2% 17.1% 9.8% 2.4% 4.9%

ホームページ作成 100.0% 50.0% 33.3% 25.0% 16.7% 8.3%

システム設計、プログラミング 100.0% 47.5% 42.5% 20.0% 2.5% 5.0%

設計、製図、デザイン 100.0% 55.4% 28.9% 13.3% 10.8% 3.6%

ＤＴＰ(編集)、電算写植 100.0% 68.0% 24.0% 4.0% 4.0% 20.0%

ライター、翻訳 100.0% 84.8% 10.9% 4.3% 2.2% 2.2%

その他 100.0% 40.0% 35.0% 25.0% 20.0% 5.0%

(テープ起こし) 100.0% 71.4% 0.0% 28.6% 0.0% 0.0%

(計算処理、情報検索) 100.0% 75.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0%

(調査、コンサルティング) 100.0% 42.9% 28.6% 0.0% 57.1% 0.0%

(取引文書作成、伝票整理) 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

(注)職種名に( )がついているものは、サンプル数が１０未満のため、参考表示である。

仕事の報酬決定手順を複数回答で尋ねたところ、53.1 は「依頼主が設定する」としており、「依頼主%
が設定し、必要があれば交渉」(31.5 )と「自分で提示し、依頼主と調整」(28.8 )が同程度であった。こ% %
れも、発注者調査における傾向と類似していた。現在の主な職種別では、「テープ起こし」(85.7 )、「デ%
ータ入力」(80.5 )、「文書入力」(67.8 )など、比較的単純な作業において「依頼主が設定する」の割合% %
が高い。

図表4-2-1　仕事の報酬単位　(複数回答)
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図表4-2-4 現在の主な職種別仕事の報酬決定手順 (複数回答)

総数 依頼主が設定する 依頼主が設定し、必 自分で提示し、依 自分で設定する (無回答)

要があれば交渉する 頼主と調整する

文書入力 100.0% 67.8% 17.2% 10.3% 3.4% 3.4%

データ入力 100.0% 80.5% 7.3% 7.3% 0.0% 4.9%

ホームページ作成 100.0% 41.7% 41.7% 58.3% 16.7% 0.0%

システム設計、プログラミング 100.0% 27.5% 30.0% 37.5% 5.0% 5.0%

設計、製図、デザイン 100.0% 44.6% 42.2% 48.2% 4.8% 1.2%

ＤＴＰ(編集)、電算写植 100.0% 52.0% 56.0% 32.0% 8.0% 0.0%

ライター、翻訳 100.0% 45.7% 52.2% 23.9% 0.0% 6.5%

その他 100.0% 35.0% 35.0% 40.0% 10.0% 5.0%

(テープ起こし) 100.0% 85.7% 0.0% 0.0% 14.3% 14.3%

(計算処理、情報検索) 100.0% 100.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0%

(調査、コンサルティング) 100.0% 14.3% 28.6% 71.4% 14.3% 0.0%

(取引文書作成、伝票整理) 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

(注)職種名に( )がついているものは、サンプル数が１０未満のため、参考表示である。

４－３ 納期

文書入力では半数が3日未満、データ入力では半数が5日未満。

文書入力作業の成果物は、フロッピーディスク納品が6割、通信データが3割。フロッピーの納品は

直接持参が主流。

在宅ワークガイドラインに例示されている代表的な4職種について、一定の仕事に対する納期を尋ね

たところ、「文書入力」では3日未満とする者は半数近くを占め、「データ入力」では5日未満とする者が

半数を占めた。

図表4-3-1 作業別受注から納品までの期間(かっこ内は累積度数)

文書入力 テープ起こし データ入力 ホームページ作成

(400字×30枚当たり) (録音時間90分当たり) (100レコード当たり) (HTMLファイル１つ当たり)

１日未満 9.7% (9.7%) 0.0% (0.0%) 9.3% (9.3%) 27.3% (27.3%)

１日以上３日未満 38.1% (47.8%) 12.5% (12.5%) 29.3% (38.7%) 36.4% (63.6%)

図表4-2-3　仕事の報酬決定手順　(複数回答)
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依頼主が設定し、必要があれば交渉する

自分で提示し、依頼主と調整する

自分で設定する
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３日以上５日未満 15.7% (63.4%) 50.0% (62.5%) 10.7% (49.3%) 0.0% (63.6%)

５日以上１週間未満 18.7% (82.1%) 25.0% (87.5%) 17.3% (66.7%) 0.0% (63.6%)

１週間以上２週間未満 11.2% (93.3%) 12.5% (100.0%) 13.3% (80.0%) 9.1% (72.7%)

２週間以上１ヶ月未満 6.0% (99.3%) 0.0% (100.0%) 12.0% (92.0%) 27.3% (100.0%)

１ヶ月以上２ヶ月未満 0.7% (100.0%) 0.0% (100.0%) 4.0% (96.0%) 0.0% (100.0%)

２ヶ月以上３ヶ月未満 0.0% (100.0%) 0.0% (100.0%) 2.7% (98.7%) 0.0% (100.0%)

３ヶ月以上 0.0% (100.0%) 0.0% (100.0%) 1.3% (100.0%) 0.0% (100.0%)

「テープ起こし」及び「 作成」はデータ数が少なく、傾向を把握するには至らなかった。HP

文書入力作業を行った在宅就業者に対して納品物の形態を尋ねたところ、60.4 が「フロッピーディ%
スク」、31.3 が「通信データ」であった。%

また、納品方法を尋ねたところ、フロッピーディスクでは「自分で持っていく」が66.7 を占め、「宅急%
便、郵送」(19.8 )がこれに続く。%

図表4-3-3 文書入力の成果物の納品方法

総数 ファックスで送信 宅急便 ・郵便で送 発注者が取りに来る 自分で持って行く データ送信 その他

る (電子メール等)

フロッピーディスク 100.0% - 19.8% 12.3% 66.7% - 1.2%

印刷物(紙) 100.0% 18.2% 45.5% 18.2% 18.2% - 0.0%

通信データ 100.0% - - - - 100.0% 0.0%

図表4-3-2　文書入力の成果物の納品の形態

フロッピーディスク

60.4%

印刷物

8.2%

通信データ

31.3%
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５ トラブルに関する事項

５－１ 依頼主との間でのトラブル

2割が依頼主とのトラブルを経験。内容は「報酬の支払い」が最多で、「仕事の納期」がこれに続

く。対応としては、電話あるいは直接会って交渉するケースが多い。

依頼主とのトラブルは「たまにある」(19.5 )、「よくある」(0.8 )を合わせると20.3 の者が経験してお% % %
り、男性では「たまにある」(26.4 )、「よくある」(2.7 )の合計で３割近くに及ぶ。% %

トラブルの内容としては「報酬の支払い」(男性71.9 、女性63.6 )が最多で、発注者調査での最多回% %
答が「仕事の出来具合」であることと合わせて考えると、納品物の品質管理が報酬の支払いに影響を

及ぼしていることが推測される。以下、「仕事の納期」(男性31.3 、女性36.4 )、「依頼される仕事の量」% %
(男性21.9 、女性27.3 )がこれに続く。% %

トラブル対応としては、男性は「直接会って交渉」(71.9 )、「電話で交渉」(65.6 )が多いが、女性は% %
「電話で交渉」(59.1 )が最多で、「直接会って交渉」は31.8 である。% %

図表5-1-2　男女別トラブルの内容　(複数回答)
（トラブルが「たまにある」「よくある」と回答した者）

71.9%

31.3%

21.9%

21.9%

12.5%

63.6%

36.4%

27.3%

18.2%

11.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

報酬の支払い

仕事の納期

依頼される仕事の量

仕事の出来具合

その他

男性

女性

図表5-1-1　男女別発注者とのトラブルの経験

26.4%

16.7%

0.8%

2.7%

0.0%

19.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

合計

男性

女性

たまにある

よくある
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５－２ 今困っていること

「仕事の確保」「単価が安いこと」「ハード・ソフトウエアのレベルアップ」が上位を占める。

今困っていることを尋ねたところ、「仕事の確保」(53.3 )が最多で、発注者調査での回答で「仕事の%
成果に個人差が大きい」「優秀な人材の確保が難しい」など、個人の能力に関連する事項が問題点と

して多く上げられたことと合わせて考えると、在宅就業市場で能力のミスマッチが生じていることが窺わ

れる。ついで「単価が安いこと」(35.2 )、「ハード、ソフトウエアのレベルアップ」(26.7 )であった。% %

男女別で見ると、男性では「大きな仕事を引き受けるための仲間、人材の確保」(20.9 )の、女性では%
「能力・知識の不足」(22.8 )の割合が高いのが特徴であった。%

図表5-2-2 男女別いま困っていること （複数回答）

総数 仕事の 単 価 が ハード・ 能力・ 忙しすぎ 病気な 大きな 税 務 仕事を 取引先 その他 (無回答)

確保 安いこと ソフトウ 知識の る、体力 ど納期 仕事を 問 題 する場 とのトラ

エアのレ 不足 的にき 間際のト 引き受 所の確 ブル

図表5-1-3　男女別トラブル対応　(複数回答)
（トラブルが「たまにある」「よくある」と回答した者）

65.6%

71.9%

15.6%

9.4%

0.0%

3.1%

6.3%

59.1%

31.8%

11.4%

15.9%

15.9%

4.5%

15.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

電話で交渉する

直接会って交渉する

作業停止、取引停止

ファックス、郵送などで交渉する

何もしない

第三者を間に立てて交渉する

その他

男性

女性

図表5-2-1　在宅就業に関し、いま困っていること　(複数回答)

53.3%

35.2%

26.7%

20.8%

16.0%

11.7%

11.7%

8.5%

7.2%

2.4%

6.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

仕事の確保

単価が安いこと

ハード・ソフトウエアのレベルアップ

能力・知識の不足

忙しすぎる、体力的にきついこと

病気など納期間際のトラブルへの対処

大きな仕事を引き受けるための仲間・人材の確保

税務問題

仕事をする場所の確保

取引先とのトラブル

その他
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ベルアッ ついこと ラブルへ けるため 保

プ の対処 の仲間・

人材の

確保

男性 100.0% 62.7% 49.1% 34.5% 16.4% 17.3% 15.5% 20.9% 7.3% 10.9% 2.7% 2.7% 7.3%

女性 100.0% 49.4% 29.7% 23.6% 22.8% 15.2% 10.3% 7.6% 8.7% 5.7% 1.9% 8.0% 9.9%

６ 健康管理及び能力開発に関する事項

６－１ 健康管理に関する事項

「肩こり」は65 、「眼精疲労」は74 が自覚症状を持ち、女性の方がその率は高い。しかし、治療、% %
通院をしている割合は低い。

健康診断を受診した者は1割。 健康診断はほとんど行われていない。VDT

「肩こり」の自覚症状は、「かなり感じている」(男性18.2 、女性36.1 )、「やや感じている」(男性31.8% %
、女性35.7 )で、両者を併せると男性の半数、女性の７割が自覚症状を訴えている。「かなり感じてい% %
る」と回答した者の中では、男性の15.0 、女性の26.3 が治療・通院をしている一方、「やや感じてい% %
る」と回答した者の中で治療・通院しているのは、男性2.9 、女性6.4 であった。% %
「眼精疲労」では、「かなり感じている」(男性25.5 、女性33.1 )、「やや感じている」(男性40.9 、女性% % %
43.7 )で、両者を併せると男女とも４分の３が自覚症状を訴えている。「かなり感じている」と回答した者%
の中では、男性の17.9 、女性の13.8 が治療・通院をしている一方、「やや感じている」と回答した者の% %
中で治療・通院しているのは、男性6.7 、女性4.3 であり、「肩こり」と比較すると相対的に男性の治療% %
・通院率が高い。

「腰痛」では、「かなり感じている」(男性10.0 、女性13.7 )、「やや感じている」(男性31.8 、女性30.0% % %
)で、両者を併せると男女とも４割が自覚症状を訴えている。「かなり感じている」と回答した者の中で%
は男性の9.1 、女性の47.2 が治療・通院をしている一方、「やや感じている」と回答した者の中で治療% %
・通院しているのは、男性8.5 、女性5.1 であり、「かなり感じている」女性の治療・通院率がかなり高% %
かった。

図表6-1-1 男女別仕事上のパソコン作業による症状及び治療・通院の有無

総数 あまり感じない やや感じている かなり感じている (無回答)

肩こり・男性 100.0% 40.0% 31.8% (うち治療・通院 2.9%) 18.2% (うち治療・通院 15.0%) 10.0%

肩こり・女性 100.0% 20.9% 35.7% (うち治療・通院 6.4%) 36.1% (うち治療・通院 26.3%) 7.2%

眼精疲労・男性 100.0% 27.3% 40.9% (うち治療・通院 6.7%) 25.5% (うち治療・通院 17.9%) 6.4%

眼精疲労・女性 100.0% 17.5% 43.7% (うち治療・通院 4.3%) 33.1% (うち治療・通院 13.8%) 5.7%

腰痛・男性 100.0% 48.2% 31.8% (うち治療・通院 8.5%) 10.0% (うち治療・通院 9.1%) 10.0%

腰痛・女性 100.0% 44.9% 30.0% (うち治療・通院 5.1%) 13.7% (うち治療・通院 47.2%) 11.4%

「その他」としては「精神的肉体的疲労」、「視力低下」、「老眼」、「ストレス」、「腱鞘炎」、「手や指の疲

れ」などが上げられていた。
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健康診断は87.7 の回答者が受診していなかった。%

受診した と回答した37名

の全員が「一般健康診断」を受けていたが、 健康診断を受診した者はわずか2名のみであった。VDT

６－２ 能力開発に関する事項

勤務先での仕事経験が在宅就業のベースになるケースが多い。知識・技能の向上のための取り

組みには男女差が見られる。

在宅就業に必要な能力の修得方法としては、「勤務先での仕事経験、研修」(男性75.5 、女性79.1%
)が男女とも最も多かった。全体的に男女差はほとんど見られなかったが、「本などで自分で勉強」(男%
性66.4 、女性49.0 )が男性の方がやや高率であった。% %

知識・技能の向上のための取り組みについては、男性では80.9 が「している」と回答したのに対し、%
女性では55.5 に留まった。これを現在の主な職種別で見ると、「文書入力」(47.1 )、「データ入力」% %
(36.6 )など、比較的簡便な作業を行う者でその割合が低かった。%

図表6-1-2　健康診断受診状況

あり

9.9%

なし

87.7%

(無回答)

2.4%

図表6-2-1　男女別必要な能力の修得方法　(複数回答)

75.5%

66.4%

22.7%

12.7%

9.1%

3.6%

79.1%

49.0%

20.2%

12.2%

9.5%

8.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勤務先での仕事経験、研修などを通

じて

本などで自分で勉強して

社会に出る前に学校で

社会に出た後、講習などに参加して

社会に出た後、専門学校などに通っ

て

その他

男性

女性
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能力開発の実施内容は、「ソフトウエアの学習」(男性の79.8 、女性の71.2 )が最多であった。% %

能力開発の実施方法としては、「書籍、雑誌、関連情報などによる自己学習」(男性の88.8 、女性の%
84.2 )が最多で、「仕事関係者、仲間との情報交換」(男性62.9 、女性57.5 )がこれに続く。男女別で% % %
見ると、女性で「配偶者からの指導、助言」(18.5 )を上げた者が男性(2.2 )よりかなり多かったことが% %

図表6-2-2　男女別知識・技能の維持・向上のための
取り組み状況

80.9%

55.5%

34.9%

18.2%

41.8%

62.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男女計

男性

女性

している

していない

図表6-2-4　男女別能力開発の実施内容　(複数回答)
(能力開発を「実施している」と回答した者)

79.8%

7.9%

16.9%

71.2%

7.5%

19.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ソフトウエアの学習

資格取得への取組

その他

男性

女性

図表6-2-3　主な職種別知識・技能の向上のための
取組の実施割合

47.1%

36.6%

100.0%

75.0%

75.9%

60.0%

76.1%

70.0%

71.4%

50.0%

57.1%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

文書入力

データ入力

ホームページ作成

システム設計プログラミング

設計、製図、デザイン

ＤＴＰ(編集)、電算写植

ライター、翻訳

その他

(テープ起こし)

(計算処理、情報検索)

(調査、コンサルティング)

(取引文書作成、伝票整理)

(注)職種名に(　　)がついているものは、サンプル数が１０未満のため、参考表示である。
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特徴的である。

６－３ 他の在宅就業者との交流、情報交換に関する事項

6割近くが交流の機会の必要性を認識するが、交流への積極性はあまり高くなく、近場あるいはイ

ンターネット上での交流を希望する者が多い。

他の在宅就業者との交流の機会の必要性については、男性の64.5 、女性の53.6 が「必要だと思% %
う」と回答した。交流の機会の具体的イメージを示さなかったためか、「どちらとも言えない」と回答した

者も男性で25.5 、女性で33.8 見られた。% %

「必要だと思う」と回答した者に対し交流への積極性を尋ねたところ、男性では「積極的」(14.1 )、「比%
較的積極的」(33.8 )の両者で半数近くを占めたのに対し、女性では「あまり積極的でない」(47.5 )、% %
「消極的」(19.1 )の両者で３分の２に及んだ。%

図表6-3-1　男女別他の在宅就業者との交流の機会の

必要性

64.5%

53.6%

9.1%

10.6%

25.5%

33.8%

0% 20% 40% 60% 80%

男性

女性

必要だと思う

必要ないと思う

どちらとも言えない

図表6-2-5　男女別能力開発の実施方法　(複数回答)
(能力開発を「実施している」と回答した者)

88.8%

62.9%

24.7%

2.2%

0.0%

2.2%

84.2%

57.5%

20.5%

18.5%

7.5%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

書籍、雑誌、関連情報などによる自己学習

仕事関係者、仲間との情報交換

自分で探した講習会などへの参加

配偶者からの指導、助言

依頼主主催・推薦の講習会などへの参加

その他

男性

女性


